
滑

日

本
赦
書
畢
書
及

び
日

本
経
頚
政

策
畢
曹

も

拳
骨
大

骨
の

開
催
期
ほ

種
々

な

る

事
情
か

ら

秋
に

集
中

す

る

傾

き
が

あ

′

.
る

が
､

昭

和
十

七

年

定
款
に

於

い

て

も

多
数
の

拳

骨
が

問
か

れ
､

大

戦
下

の

拳

闘
の

あ

β
万
が

同
は

れ
､

或
は

新
ら

し

い

問
題
Ⅵ

対

す
る

解

答
が

示

き

れ

虎
の

で

あ
つ

て
､

既
に

本

欄
に

紆

介

記

銀
さ

れ
た

拳

骨
記

事
も
二

三

に

し

て

止
ど

ま

ら
な

い
｡

き
て

社

食
拳

骨
及

び

経
済
政

乗
車

合
は

我
が

国
に

於

伊

る

爵
拳

骨
の

う

｢

ち
･
で

も

慧
て

墓
讐
る

ぺ

増

も
の

で

雪
て

､

大

骨
の

内
容

を

簡

単

に

頼

介

す
る

だ

け
で

も

相
嘗
の

素
養
が
.
必

要
で

あ

る
｡

こ

と

児

敢
骨
拳

骨

は

報
骨
が

多
方

面

竺
且

つ

て

も
る

の

で
､

専
門

外
の

私

に

は

近

よ

り

難
い

も
の

が

多

く
､

た

と
へ

滑
息
記

事
に

せ

よ
､

こ

れ

を

書

く
と

い

ふ
こ
一

と

は

そ
の

任

で

な

い

の

で

あ

る

が
+

大

倉
骨
湯
が

本
革
で

あ
つ

た

と

い

ふ

偶
恭

.
の

横
倉
か

ら

若

干
の

係

は
り

を

も
つ

た

の

で

輩
を
と

る

や

う

な
こ

一

に

相

7一

成
つ

た

わ

伊
で

あ
る

｡

誠
に

不

親
切
な

紹

介
に

経
る

で

あ

う
ぅ

こ

と

に

封

∵
耽

し

汲
め

切
に

食
鼻
及

び

諌
著
者
資
の

宥
恕

を
乞

ひ

匿
い

?

×

×

×

日

本

社

食

拳

骨
は

停
統
の

古
い

拳
骨
で

､

今

岡
で

眈
に

第
十
七

同

す
の

大

骨
で

あ

る
り

都
心

を

離
れ

た

不

便
な

番
所
で

あ
つ

た

に

も

拘
は

ら

ず
､

十

月
三

十

日

九

時
､

本

尊
廿

六

番
教
室

に

多
数
骨
身
の

参

集
を

得
て

､

食

長

戸
田

貞
三

氏

司

令
の

下

に

高

島

教
授
が

田
舎
の

鮮

を

述
べ

ら

れ
､

引

続

き
研

究

報
昔
に

移
つ

た
｡

首
都
の

漁

定
で

は

金

子

教
授
の

『

社
食
蜃
方

法

論
上
の

具

蔑
的
普

遍
主

義
』

と

題
す

る

報
告
が

行
は

れ

る

箸
で

あ
つ

た

七

こ

ろ
､

都

合
で

中
止

さ

れ
た

た

め
､

痍
念
な

が

ら

本
革
か

ら

は
】

人
の

報

告

者
を

も

出
さ

ぬ

結

果
と

な
つ

た

の

で

あ
る

が
､

ノ

弟
一

日

券
二

日

併
せ

て

組
数
四

十
五

名

に

上
る

報
告
者
を

も
つ

た

こ

と

は
､

本
革

骨
の

親
模
の

壮

大

を

息

は

す

に

充

分
で

居

ら

う
｡

第
一

日

午
前

社
食
畢

論
の

部

(

こ

形

態
社
食
畢
の

構
想

(

二
)

政
令
蘇
我

例
の

相
互

陶
係

(

三
)

哉
術
約

敢
骨
と

現

裾
約
社
食

安
西

文

夫

氏

桑
原

博
隆

氏

武

田

長
三

成

甥

帝

息



一

橋

静

蔓

草
十

†

巻

･
第

一

級
.･

好

(

四
)

文

化

的
遅

滞
の

問
題

難
波

紋
青

草

､
(

五
)

歴

史

社
食
拳
と

マ

ッ

ク

ス

･

･

ウ
ェ

ー
バ

ー

新
明

正

造

氏

こ

ゝ

で

は

絶
食
の

類
型

的
把

握
や

､

祀
骨
現

象
の

根

本
的
契
轢
だ
る

繋

倒
性

､

或
は

社
食
畢
の

方

法
の

同
題
が

取

扱
は

れ
､

報
骨
者
質

問
者
互

に

自

記

を

固

守

し
て

括

溌
な

議
論
が

展

開
さ

れ
.
た

｡

但
し

本
拳

骨
の

恐

ら

く

k
中

心
一

考
へ

ら

れ
る

こ

の

部

骨
に

於
い

て

特
に

一

貫

し

た

問
題
性
と

い

づ

た
や

う

な

も
の

を

感
得
し

え

な

か

つ

た

の

は

残
念
で

あ
つ

た
｡

次

に

こ

ー

の

部
骨
と

併
行
的
に

三

十

六

番
室
で

は

左
の

四
つ

の

宗

教
道

徳
に

開
す
る

報
告

が

あ
つ

た
小

景
敦
道

徳
の

部

人
口

政
美
の

瓢

(

一

)

錬
成
の

本
質

(

二
)

勒
夢

青
年

調

査

(

三
)

我

国
に

於

け

る

年

齢
集
囲
町

裁

て

(

四
)

畢
生

生

活

調

査

今

田

竹
千

代
民

意

村
庄

太

郎
氏

志

村

義
雄

氏

西

野

入

徳

揖

9 g

(

こ

再

び

係
数
々

圃
の

分

離
及

び

結

合
に

つ

い

て

(

二
)

同

数
社
食
に

於

け

る

曲

線
圃
係
の

問
題

(

三
)

我

国
に

於
け

る

カ

ル

ダ
ィ

ニ

ズ

ム

の

襲

展

J

.
(

四
)

素
数
詩
の

開
港

岩
井

龍

海
氏

が

口

倖
一

.

氏

高

谷

道

男
氏

内

藤

費
爾
氏

(

五
)

牛

島

人
■に
対

す

る

鮭
昏
同

化

段

階
の

性
格

と

そ
の

規
定

因

子
に

就
い

て

三

好

豊
太

郎
氏

こ

の

都
合
に

於
い

て

は

主
と

し

て

戦
時

下
の

畢
生

及

び

動
蓼
青

年
の

生

態
が

畢

投

首
局
の

調

査

や

大
日

本

青
少
年

囲
の

研

究
に

よ
つ

て

明
瞭
に

苦

れ
､

婿

凍
の

青
年

層
指
導
に

対

す

る

興
味

あ
る

示

唆
も

食
ま

れ

て

ゐ

た
｡

こ

の

都
合
と

平

行
的

に

他

方
で

は

政

治

経

済
の

部
が

開
か

れ
て

次
の

諸

報

告
が

な

さ

れ

た
｡

以
上

で

午
前
の

報
告
を

賂
へ

▼

経
い

て

牛

後
の

日

程
に

入

る
の

で

あ

る

が
､

そ
の

前

に

倉
見

一

同

畢

長

招

待
午
餐
曾
に

出

席
､

金

子

教
授
よ

り

挨

拶
あ
り

､

ま

た

他
方

食
後
の

一

刻
を
メ

ン

ガ

ー

及

び

ギ

ー

ル

ケ

文

庫
の
.

展

覚
場
に

足

を

運

ん
だ

｡

第
一

日

午

後

政

治

経
済
の

部

(

一

)

歯
家
･

園
鹸
･

国
憲
の

概
念
と

聯

関

(

二
)

大

東
亜

共

発
周
と

国
際
政

溶

(

三
)

所

得
ビ

ラ
､

､

､

ッ

F

の

形

成
よ

り

見
た

る

社

食
襲

展
の

動
向

(

四
)

城

陛

(

五
)

暗
示

と

政

治

岩
崎

卯
】

氏

大
石

兵
太

郎
氏

′

-

ヲ

早

川
三

代

治

氏

考
田

肩

太

郎
氏

川

遺

書
三

郎
氏



こ

ゝ

で

の

報
骨

は

文

字

為
り

政

治

及
び

経
済
に

牌
す
る

『

社
食
畢

的
』

攻

故

ひ
で

あ
る

｡

但

し

城

陸
は

北

中

表
を
主

上

す
る
一

種
の

民

間

信
仰
の

研

究
で

あ
つ

た
｡

以
上
の

各
部
骨
が

滞
り

な

く

鯵
丁
し

て
､

大

食
の

舞
墓
は
･
国
立

か

ら

紳

田
.

に

執
る

｡

軸
ち

そ
の

夜

蟄
士

骨
館
に

絶
食
が

開
か

れ
､

食
券
の

報
常
に

津
い

て

列
席

諸
氏
の

挨

拶
が

交

換
さ

れ
､

第
十

八

同

大

骨
を

海
峡
の

向

ふ

ヽ

例
の

京
城

に

も

ケ
て

行
く
こ

と

な

ど
が

決
定
を

見
､

撃
コ

十
一

日
の

大

食

筆
盲
は

如
水

食
忙

於

伊

る

二

つ

の

研

究

報
常

食
に

始
つ

て
､

夜
の

特

別

報
骨

討

論
食
ま
で

全
て

ブ

ロ

ダ
ブ

ム

通
り

進

行
し
て

い

つ

た
の

で

あ

る
｡

以
下

は
ー

釈
両

と

私

個

人
の

都

合
か

ら
､

報
骨
普
及

び

題
目

を

紹

介

す

る

に

止
ど

め

る
｡

夢
二

日

中
前

社
食
意

識
の

部

⊥
一

)

日

本

世

界
戟
の

癖
想

.
(

二
)

義
理
の

執
念
と

そ
の

社

食
的

基

礎

(

三
)

弟
一

次
大

戦
に

於

け

る

英

国
の

封

海

前

線
宣
俸
に

つ

い

て

(

四
)

･
仝

佳
主

義
の

草
成

.

由

(

五
)

薄
凰

･

ラ
∵

地

平

l

息

川

上

箕
曳

氏

姫

岡

勒
氏

三

崎

､

敦
氏

湯

村

費
一

氏

満
貫

哲
雄

氏

農
村
都

市
の

部

(

一

)

南
鮮

農
村
調

査

報
骨

(

二
)

本

邦
農
村
に
■
於

け
る

穿

働
移

動

特

に

出

稼

事
象
に

関
す
る

研

究

(

三
)

農
村
宗
教
の

特

質

.

(

四
)

詩

集
囲
の

組
.
織

形

愈
･

(

五
)

頑

岡

魅
余
儀
都
の

宮
座
に

就
い

て

(

六
)

.
社
食
的
適
應
と

し

て

の

都
市

化
の

.

現

象
に

つ

い

て

啓
二

日

午
後

家
族
民

族
の

部

.

秋

葉
隆

氏
･

鈴
木

菜
太

郎
民

地

田

善
長

氏

井

森

陸

平

氏

竹
内

刊
長

氏

中

井

虎
一

民

放

清

孝

作
氏

(

こ

華
北

農
村
の

通
好

困

(

二
)

東

印

匪
に

於

け

る

出
わ

鷲
邑
の

施
位
に

裁
て

(

三
)

朝
鮮
の

村
落
に

於

伊
る

乗
族
結

合
の

一

事
例

(

四
)

民

族
同

化
の

社
食
畢

的

過

程

(

五
)

近

世

支
部
に

於

け
】
皇
茄

敦
の

移
住
と

蔓

生

伊

藤

華
氏

m

又

.

昇
.
式

中

鋳

均

氏

早

瀬

利

雄

氏

小

粒
堅

太

郎
氏

民

族
の

問
題
に

つ

い

て

は

造
々

朝
鮮

及

び

北
京
か

ら

上

京
の

報
常
春
も



一

＼

準
論.

麓

弟
十

一

巻

第
】ナ

駄

抑

∴

主
題
と

す
る

特
別
討

静

曾
が

問
催
き

れ

二

般
人

士
の

曜
詩
を

む

許
し
.
て

､

l

夜

六

時
か

ち

四

名
の

参
加
報
告

者
の

熱
心

な

報
骨
が

行
は

れ
､

東

亜

民

族

の

歴

史

的
地
理

的
文

化

的
特

餐
を

狙

上
に

の

せ

た
｡

報
骨

内

容
は

次
の

遜

り

で

あ
る

｡

(

こ

挨
拶

(

二
)

ア

ジ

ア

大

陸
の

勉
穿
と

民

族

(

三
)

オ

ロ

チ
ョ

ン

族
の

社
食
と

文

化

(

四
)

民

族
と

し
て

華

僑

･

へ

五
)

ス

マ

ト

ラ

の

母

笹
的
敢
骨

戸
田

貞
三

氏

中

村
良
之

働

氏

欺

葉

一

隆

氏

井
田

季

和

太

氏

宇

野

囲
重

民

か

く

し
で

爾

日

に

亘

る

第
十
七

同

大

骨
は

文

字

通
り

豊

富
な

､

.
し

か

し

ゃ

ゝ

百

科
全

書

派

的
に

彩
ら

れ
た

牧
獲
を

讃
し
て

､

終
暮
し

た
｡

何

れ

報

菅

及
び

質

慶

應
答
は

同

車

骨
の

年

報
に

牧

錬
聾

刊
の

漁

象
で

あ
る

｡

は

じ

め

に

宥
恕
を

乞
ふ

た
■や
う

に

虫

吃
は

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

引

鴬
し

を

以
て

茸
を

凛
き

せ

て

頂

く
｡

×

×

×

孜
.て

次

に

日

本

経
済
政

策
拳

骨
は

､

右
よ

り

約
一

ケ

月
を

経
た

十
一

月

二

十

二
､

二

十
三

の

両

日

に
､

東

京
帝

国
大

串
経

済
畢

部
に

第
三

同

大

骨

を

帝
催
し

た
｡

本
革

骨
の

成
立

し

た
の

は

昭

和
十
五

年

で
､

社
食
拳

骨
旺

ど
の

塞

史

を

も

た

な

ト
｡

そ

し

て

拳

骨
創
立
の

事
情
も

社
食
拳

骨
と

か

な

り

扱
き
を

具
に

ナ

る

秒

で

は

な

ぃ

か

と

息

ふ
｡

･
経
済
改

革
拳
骨
と

て

も

直

接

算
段
に

参

加
す

る

こ

と

を
目

的
と

す

る

も
の

で

は

な
い

が

し

か

し

常
時

一

す

で

灯

支
部

事
襲
第
四

年

を

迎
へ

て

戦
時

経
済
の

諸

問
題
が

や

う

や
･
て

銃

角
的
に

全

貌
を

露
呈

し

経

済
政

策
の

官
有

が

日

本
の

運

命
を
左

右

す

る

に

至

つ

た

現

貸
借
勢
に

促

き

れ

て

成
立

し

た

も
の

で

あ

る
｡

､
同

を

重

ぬ

る

三

岡
､

こ

れ

現

箕
情
勢

は
､

更

に

進
展

し
て

､

い

ま

目

に

点

る

如
き

敬
し
い

婁
を

示

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る
｡

戦
ひ

は

経
済
生

宙
の

全

分

野

に

浸

透
し

て

洩
る

｡

我
々

は

い

ま

戦
争
郎
経
済

､

鯉
済
即
戦
争
と

心
ふ

も

迅
貫
に

非

ぎ

る

事
愈
に

直
面

す

る

に

至
つ

て

ゐ

る
｡

日

本

経
済
政

傑
拳

骨
が

生

誕
と

同

時
に

奥
へ

ら

れ

た

戦
時

的
性
格
は

い

よ

い

よ

鮮

喝
と

な

ら

ぎ

る

を

得
な

＼

い
｡

･
以

下
の

記

述

は

骨
員

四

〇

〇

名
を

超
え

る

こ

の

大

串
倉
が

･

昨

秋
の

京
都
に

於

け

る

大

骨
を

永
け

､

】

ケ

年
の

轟
音
を

か

た

む

け

て

世
に

問
ふ

た

虚
其
の

大

略
を

措

か

ん
と

す
る

も
の

で

あ

る
｡

大
骨
は

十
一

月
二

十

二

日

銀

香
の

黄
葉
の

印

象
的
な

東

京

帝
鮮
大

串
経

済
畢
部
に

囲
碁

､

理

事
食
に

引

絞
い

て

第

首
の

報
告

は

共

通
論
題
た

る

『

大

東

亜

典

薬
国

連
設
に

陶
す
る

諸

問
題
』

を

鏡
つ

て

繰
り

ひ

ろ

げ

ち

れ

た
｡

Ⅰ∝ l

(

一

)

生

活

観
の

展

開
に

就
い

て

(

二
)

共

薬
園

建
設
の

可

能

性
と

現

資
性

時

子
山

骨
三

郎
氏

高
橋

次

郎
氏
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二項
参
る

｡

い

ま

息

ひ

浮
べ
‥
る

だ

伊
で

も

柴
田

凝
､

水

谷

■二
確

､

内
地

廉
膏

+

､

大

野

雪
｢

宮
田

喜
代
薪

､

金

子

弘
､

気
賀
健

-

､

花
戸

籠
威

､

中

山

伊

知

部
､

時

子

山

常
三

略
等
々

の

諸
氏
が

襲

言
し

て

ゐ

る
｡

恐
ら

く

時

間
の

僚
裕
が

あ

れ
ば

､

参
合
着
の

全

て

が

聾

言

を

求
め

た

で

あ

ら

う
｡

そ

れ

は

誠
収

繁
盛

し

た

婁
で

あ
つ

た
｡

第
二

部
骨
は

農
業
経
済
に

簡
す

る

も
の

､

で

あ
る

｡

報
官

費
及

び

題
目

は

次
の

通
り

で

あ

る
｡

(

こ

大

都

市
の

戦
時

食
糧
政

策
と

野

菜

自

給
周

密
出

秀
雄

凍

土
-

)

中

支
荒
業
の

経
済
問
題

.

森

奉
書

郎
氏

へ

三
)

十

九

世

紀

末
菓
以

後
の

英

固
食
橙
経

済
の

分

析

阿

部
源

一

氏

(

四
〉

■
農
業
簸

済
車
上
の

一

問
題

硲

正

夫

氏

(

一

)

の

宮
出

馬
は

例
へ

ぼ

首

萬

以

上
の

都

市
に

於
い

て

都

市
の

周

囲
八

里

を

野

菜

自

給
困
と

レ
て
1

七

〇

-
八

〇
パ

ー

七

ソ

ト

の

自

給
率
を

確

嘩

す
べ

き
方

嘩
を

論
じ

､

(

二
)

は

中

支
部
の

蛋
糸
業

撃
つ

漕

零
細

手

工

業

的
な
.る

も
の

､

産

業

賓
本
型

を

な

す

も
の

､

外
戟
の

み

エ

場

御
を

と
る

も

の

に

類

別
､

仝

酸
的
に

支
部

震
糸
菓
の

牛
植
民

地

性
牛

封
建
性
を

指
摘
す

る

と

こ

ろ

あ

り
､

(

三
)

阿

部
氏
は

､

豊
富
且
つ

騰

巧
な

固
表
を
用

ゐ

て
､

イ

ギ
ク

ス

の

食
料
滑
費

.

自

給
率
そ
の

他
を

示

七
そ
れ

よ

り

し

て

今
次

大

戦
中
の

叔

避
を
推
浸
し

て

比

較

俄
良

禽
な

ら

ん
と

潜

葡

し
､

(

望
の

ェ0 2

･l
で

■

,
.

■.1



報
告

に

於
い

て

は

農
業
経
済
拳
は

⊥

般
理

論
経
済
撃
と

方

駄
を

同

じ

く

し
･

た
ゞ

農
業
は

土

地

所
有
樹
髭
に

基
く

地

代

現

象
を

も
つ

鮎
で

特
異
性

が

あ

る

に

過

ぎ

ぬ

七

論
じ

■
た

｡

こ

れ

に

射

し

て

は

郡

頚

暗
氏

よ

り
､

商
工

業
を
対

象
と

す

る
一

般
経
済
撃
と

､

家

計
及

び

経
皆
の

分
化
せ

ぎ

る

農
薬

を

封

象
と

す
る

農
業
経

済
畢
と

の

根

本

駒
差
異
を

指

摘
､

論
争
に

至

ら

ん

と

し

た

が

時

間
が

迫
つ

て

中

止

さ

れ

た
｡

次

に

弟
三

部
骨
は

谷
口

書

房
氏
の

司

骨
の

下

に

二
)

運

迭

費
用

に

就
い

て

(

二
)

日

本

労
働
政

策
に

於

け

る

厚
生

施
設
の

位
置

(

三
)

生

産
企

婁

と

エ

菜
経
曹
比

硬
制

匪

安

部

隆
一

氏

三

好
豊
太

郎
氏

卒

栗
.

政

膏
氏

の

三

報
告
が

な

き

れ
た

｡

(

一

)

に

於
い

て

は

蓮

迭

費
用
の

経
済
理

静
的

研

究

が

展

開
せ

ら

れ
､

安

部
氏
の

結

論
に

ょ

る

と

運

賃
は

企

業
経
皆
の

立

ノ

場
で

は

債
備
考
殖
的
と

見

ら

れ

る

が
､

国
民

経
済
的
に

は

む

し

ろ

失

費
に

他
な

ら

ず
l

従
つ

て

生

産
地
と

滑
費
地
の

距

離
は

可

及

的
に

短

く

す
べ

し

ー
.

■
り

と

主

乗
せ

ら

れ

た

わ

伊
で

あ

る
｡

三
)

に

於
い

て

は
､

厚
生

施
設
の

歴

史

的
聾

展
を

省
み

､

借
主
の

題

意
的
な

も
め

か

ら

螢
働
組

合
の

自

立

的

な

る

施
設
へ

､

真

に

全

壊
主

義
的
な

そ

れ
へ

と

理

念
の

上

で

襲
化
し

蒸
れ
る

鱒

こ

と

羞
き

-

更

に

厚

意
設
の

霊
を

嘉
し

て

藁
量
理

し
､

囲

1

家

肘
助
長
の

必

撃
を

憩
謝

す

る

と

こ
.
ろ

あ

り
､

(

三
)

の

報
骨
で

は
､

鮭

■
滑
1

息

.

▲

†

管
内
容
に

博
す

る

責
粁
の

任

意

堅
父

換
か

拉
田

聾

し

た
『

経

替
比

枚
』

が
､

コ

ン

グ
工

.
ル

ン

の

統
一

原

偶
計

算
に

海
展

､

更
に

部
門

別
比

較
の

段

階
を

経
て

国
家

に

よ

る

絵
合
的
鮭
替
比

鞍

に

ま
で

成
長
せ

ノ

る

こ

と

を
､

主
と

し

て

ド

イ

ツ

の

貸
借
に

よ

つ

て

示

し

た
｡

最
後
に

額
田

部
骨
は

貸
幣

金

融
に

関
す
る

も
の

で

あ

る

が
､

座
長

高
塩

寅
次

郎
氏
の

記

明
に

も

あ
つ

た

通
り

､

報
告
者
の

敷
か

ら

育
つ

て

極
め

て

淋
し

い

骨
と

な
つ

た
｡

報
告

題
目

は

左
の

二

つ

に

過

ぎ

な

か

つ

た
の

で

あ

る
｡

(

一

)

貨
幣

流
通
の

要

因

丹

後
愛
二

郎
氏

(

二
)

中

真
の

通

貨
政

策

天

利

長
三

成

二
)

の

報
告
は

所
謂
『

グ

レ

ッ

シ

ャ

ム

の

法

聖
を

我
が

国
の

■
『

摂
り

銭
』

の

現

象
と

同
一

な

り
と

し
l

撰
り

鏡
の

生

ず
る

條
件
を

求

め
､

籍

局

相
剖

的

な

る

良

(

悪
)

貨
性
の

存
す

る

場
合

に

の

み

グ
レ

ッ

シ

ャ

ム

法

則

が

作
用

す
る

と

述
べ

､

(

二
)

収

於
い

て

は
､

支

部
の

経
済
が

､

垂
票

及

び

新
法

衛
の

流
通

困
､

嘗
法
幣

経
済
国

､

及

び

雨
着
の

入
り

乱
れ
つ

､

あ

る

部
面

聖
一

つ

に

分
れ

､

し

か

も

そ

れ

ら
が

相
互

に

複
雑
徽

妙
な
る

併
用

を
及

ぼ
し

つ

L

居
る

こ

と

を
､

漸
江

賓
業
銀

行
そ
の

他
の

革
金

及

び

物

慣

稽
敷
か

ら

安
置

的
に

検
討

す
る

と

L

ろ

が

あ
つ

た
｡

な

ほ
､

絶

食
の

席

上
､

二

十

数
名

.
に

上
る

新
骨
員
の

加
入

､

合
計
報
骨

I O 3



一

.
橋

静

章

弟
十

】

春

草
】

餅
.

､
れ

､

且
つ

申
年

床
大

骨
を

神

戸
に

臥

く
こ

と

が

決

定
さ

れ

し

な

け

れ

ば

な

る

ま

い
｡

∴

終
り

に

常
春
校
の

東

京

帝
酪
大

方
々

ボ

熱
心

に

準
備
下

さ

れ
､

滞
り

な

く

大

骨
を

終
了
せ

し

臥

た

こ

七

に

封

し

感
謝
の

意

を

表
し

て
､

こ

の

記

を

経
へ

る

こ

と

と

す

る
○

(

木

材
｢

元

こ

I O 4

手
記

執
筆
者
紹
介

山

内

得

立

氏
■

馬

象

啓

之

助

氏

古

川

暫

史

氏

藤

井
′

.
義

声

氏

吹

田

順

助

氏

田

上

穣

滑

･
氏

木

村

元

一

氏

東

京
商
科
大

串
教
授

東

東

研

究

新
顔
貞

束

東

商
斜
大

串
講
師

東

京

商
科
大

串
講
師

東

京
商
科
大

串

教
授

東

京
商
科
大

暑

教
授

東

京
商
科
大

串

助

教
授

一

帖
l
車
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